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市民福祉委員会会議録 

 

１．開催年月日 

   平成３０年６月２０日   開会 ９時５５分  閉会 １０時３５分 

 

２．開催場所 

   委員会室 

 

３．出席委員名 

   柳 井 一 徳   柳 原 英 子   惣 台 己 吉   三 宅 文 雄 

   簀 戸 利 昭   森 本 典 夫 

 

４．欠席委員名 

   藤 原 浩 司 

 

５．その他の会議出席者 

  （１）議 長     西 田 久 志 

  （２）説明員 

副  市  長  三 宅 生 一 市民生活部長   北 村 宗 則

健康福祉部長  山 田 正 人 病院事務部長  野 﨑 正 広 

市民生活部次長   井 口 勝 志 健康福祉部次長  唐 木 英 規 

病院事務次長  田 平 雅 裕 健康福祉部参与  宮   良 人   

 健康福祉部参与  藤 井 清 志 協働推進課長   沖 津 幸 弘 

環 境 課 長  谷   みち子 健康医療課長   三 宅 早 苗

 健康福祉部参事  原 田 恒 司 甲南保育園長  阪 谷 佳 美

 芳井保育園長  三 宅 弘 美 偕 楽 園 長  吉 本 泰 人

 芳 井 支 所 長  岡 田 光 雄 美 星 支 所 長  川 上 邦 和 

福祉課長補佐  片 山 恭 一 戸籍住民係長  岩 本 陽 子 

総務課長補佐  片 井 啓 介 

  （３）事務局職員 

事 務 局 長  川 田 純 士 事 務 局 次 長  藤 原 靖 和 

主     任  吉 原 茂 充 
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６．傍聴者 

  （１）議 員   妹尾文彦、多賀信祥、山下憲雄、上野安是、佐藤 豊 

  （２）一 般   ０名 

  （３）報 道   ２名 

 

７．発言の概要 

委員長（柳井一徳君）  皆さんおはようございます。 

 皆さんお揃いですので、ちょっと時間より早いですが、開催させていただきます。 

 ただいまから市民福祉委員会を開会いたします。 

 初めに、副市長のごあいさつをお願いします。 

〈副市長あいさつ〉 

副市長（三宅生一君）  改めまして、皆さんにおはようございます。 

 梅雨時でありますが、本当に鬱陶しいというのが偽らざる気持ちでありますが、そういう

中にも彩りのアジサイ、これを見るにつけて心が和むなあという、そういった季節を迎えた

ところであります。一方で、梅雨時となりますと、控えております危機管理監を初め、雨量

或いはさまざまな災害にどう対処するかということ、頭を痛めるわけでありますが、いかな

る災害に対しても万全の態勢を整えて、防災・減災に努めていきたいというふうにも思って

います。 

 そうした中、本日は市民福祉委員会を開催をいただきました。皆様方には何とかとご多用

の中、お繰り合わせいただきましたこと、本当にありがとうございます。 

 この委員会に付託されております案件でありますが、条例案件が４件ということでござい

ます。委員の皆様方には十分、慎重に審議をいただきながら、なおかつ適切なご決定を賜り

たいというふうに思っております。 

 なお、お手元に本定例会報告事項をお配りさせていただいております。皆様方には後ほど

お目通しのほう、よろしくお願いを申し上げたいと思います。本日はどうぞよろしくお願い

します。 

 

〈議長あいさつ〉 

 

〈議案第４２号 井原市防災会議条例の一部を改正する条例について〉 

 

            〈なし〉 
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〈討論〉 

 

            〈なし〉 

 

            〈採決 原案可決〉 

 

〈議案第４３号 井原市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例

の一部を改正する条例について〉 

 

委員（簀戸利昭君）  放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する条例を改正される

ということでありますが、現時点で放課後児童クラブの募集をかけている児童クラブがあれ

ばお知らせ願います。 

健康福祉部参与（藤井清志君）  現時点で募集をかけているところが井原、高屋、西江原

の３つの児童クラブで募集をかけておられます。 

委員（簀戸利昭君）  ありがとうございます。それぞれ１名ということでよろしいでしょ

うか、何名ずつ。 

健康福祉部参与（藤井清志君）  １名というふうに聞いております。 

委員（簀戸利昭君）  ありがとうございました。以上で。 

 

            〈なし〉 

 

〈討論〉 

 

            〈なし〉 

 

            〈採決 原案可決〉 

 

〈議案第４４号 井原市指定地域密着型サービス事業者及び指定地域密着型介護予防サービ

ス事業者の指定に関する条例の一部を改正する条例について〉 

 

委員（柳原英子君）  この条例の改正に当たる事業所が井原市内にありますか。 

健康福祉部参与（宮 良人君）  １事業所ございます。 

委員（柳原英子君）  名称を教えてもらってもよろしいでしょうか。 
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健康福祉部参与（宮 良人君）  平木眼科がこれに当たります。 

委員（柳原英子君）  ありがとうございます。 

 

            〈なし〉 

 

〈討論〉 

 

            〈なし〉 

 

            〈採決 原案可決〉 

 

〈議案第４５号 井原市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準

を定める条例の一部を改正する条例について〉 

 

            〈なし〉 

 

〈討論〉 

 

            〈なし〉 

 

            〈採決 原案可決〉 

 

委員長（柳井一徳君）  以上で議案の審査は終了いたしました。 

 なお、委員会報告書の作成につきましては委員長にご一任願いたいと思います。 

 

            〈異議なし〉 

 

〈所管事務調査〉 

 

委員長（柳井一徳君）  次に、所管事務調査についてですが、本日の所管事務調査事項は

ございません。 

 この他に不測の事態により緊急に所管事務調査事項として追加すべきと思われる提案がご

ざいましたら、ご発言願います。 
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委員（森本典夫君）  先日、大阪府北部地震がありまして、５名の方が亡くなられたとい

うことでありました。その中、ブロックが倒れての死亡事故というのが２件ということがあ

りまして、文科省では全国の各学校にそういう危険なブロック積みがあるかどうか点検をし

なさいというようなことが出されております。毎日、新聞、テレビで報道されているようで

ありますが、当委員会関係の施設でそういうブロック塀を設置しているというようなところ

に対しての点検をやられているのかどうなのか。それから、どういう施設が当委員会関係の

施設であるのか。そのあたりをいろいろ調べたいなというふうに思っているんです。この点

を是非所管事務調査で取り扱っていただきたいというふうに思っています。 

委員長（柳井一徳君）  この際お諮りいたします。 

 森本委員提案の大阪府北部地震に関するブロック倒壊についての点検についてを所管事務

調査事項として追加することにご異議ございませんか。 

 

            〈異議なし〉 

 

〈大阪府北部地震ブロック倒壊点検について〉 

 

委員長（柳井一徳君）  それでは、大阪府北部地震ブロック倒壊点検についてを議題とい

たします。 

 森本委員、発言を願います。 

委員（森本典夫君）  先ほど言いましたように、当委員会関係の施設でそういうブロック

をついているところが何カ所かあるのかどうなのか。そのあたりは把握しておられますか。 

副市長（三宅生一君）  先の大阪の北部の地震でマグニチュード５．９或いは震度が６弱

ということで、結果として５人の方が亡くなられたということであります、現段階でと言っ

たほうがいいのかもわかりませんが。本当にご冥福をお祈り申し上げたいというふうに思い

ます。 

 また、森本委員さんのおっしゃられております件については、小学校のブロック塀だった

というふうにも思っておりますが、地震で倒壊し、小学校４年生の女の子が犠牲となられた

ということで、本当にあってはならないことだというふうにも思っております。 

 現在、井原市においてこうしたものがどうあるか、或いは当委員会というふうにおっしゃ

ったわけでありますが、市としては教育施設或いは福祉施設それからその他公共施設を問わ

ず、構造物としてのブロック塀はかなりあるだろうというふうにも思っています。現在、井

原市においては井原市の公共施設総合管理計画というものを作っております。これは何もそ

ういった危険物があるかないかというのみならず、施設をどういうふうに今後運営していく
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か、保っていくかということを主眼としたものであります。全庁的にこういったものがどう

あるかを今後しっかりとした形で調査をし、それに対する処置といいますか、そういうこと

をやっていきたいなというふうに思っております。 

 目視によってわかるものについては、直ちにその修繕に向けた指示を出していきたいとい

うふうに思っておりますが、大阪の小学校のブロック塀についても、これが倒れるかという

のが周辺のお方の見方だったというふうにも思っておりますので、目視だけではなかなかわ

かり得ないということについて、建築の技師を含めた総合的な対策をこれからとっていきた

いというふうに思っております。当委員会の施設については、そういう中においてどうであ

ったかということを明らかにしていけばいいのかなというふうに思っております。 

委員（森本典夫君）  こういう事案が起きまして、全国的には文科省が直ちに各小・中学

校、高校、学校関係のそういうところは点検するようにということで、それぞれの自治体が

一気にやっておられると思いますし、井原市もそれに応えて学校関係やっておられると思い

ますが、ここは委員会ですので委員会に限って質問させていただきましたけれども、そうい

う当委員会関係の公共施設が現時点で何カ所あって、今まで１カ所でもこれはちょっと危な

いんじゃないかなあというような形で点検したとこが現時点までにありますか。 

 まず、何カ所ぐらいあるのか。その点お聞かせいただきたいと思います。 

副市長（三宅生一君）  この地震の以後においては、これから指示をし、どうであるかと

いうことを総合管理計画で持っております、或いは、従来から持っております財産台帳から

点検をしていきたいと、そういう中にあって現場もしっかり見極めていきたいというふうに

思っています。 

 申しわけない、今何カ所かというご質問には、これからそれをつぶさに調査し、ご回答を

させていただきたいというふうに思います。 

委員（森本典夫君）  それでは、継続で所管事務調査として今後いろいろ報告していただ

くということも含めてやっていただきたいということを委員長にお願いしたいと思います。 

委員長（柳井一徳君）  ただいま森本委員より提言ございまして、今後も継続調査として

いきたいと、報告も受けたいということでございます。ご異議ございませんか。 

 

            〈異議なし〉 

 

委員（惣台己吉君）  １点お聞きしたいと思います。 

 １８日に起きまして、それから文科省が、おとついか指示を出したということで、井原市

において今後一般の住民の方からの問い合わせがあると思うんです。私達は委員会に属して

いる建物とかということになるわけですが、一般の民家なんかでも通学路じゃないかとかと
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いうことで問い合わせがあると思います。それに対しては、市としてはどういう対処されよ

うと思っているのか。その１点だけをちょっとお聞かせいただけたらと思うんです。 

 というのが、市民の方はそれが公共施設とかということがわからない思いますんで、問い

合わせが昨日までにあったかどうか。それに対してどういうふうに対処されるかという、そ

の１点をお聞きしたいと思います。 

副市長（三宅生一君）  問い合わせについては、私のところにはまだそのことは来ており

ません。ただ、担当のほうに来ているかどうか、担当のほうで聞いて調べているのか、ちょ

っとそこについては現段階では、私のほうで承知してないということでご理解を願いたいと

思います。 

 それから、おっしゃっていただいたように、公共施設については私のほうで点検をしてい

くということは、これは申し上げられるわけですが、全市的な民間の集合住宅或いは個々の

住宅について、住宅そのものもそうでしょうし、ブロック塀を含めた構造物がどうであるか

というのは、かなり厳しいかなというふうに思います。 

 こういった場合に、もし皆様方のお力を借りることが可能ならば、皆様方でこんな危険な

ところがあるんじゃないかということを自らのリスク管理の中で、或いは地域の力を駆使し

て私のほうにお伝え願えたら、直ちに民間の個人の財産に帰属するものを市が何とかしまし

ょうと、こういうことはなかなか申し上げにくいわけでありますが、危険回避のための注意

喚起を地域でやる、或いはそういった個人のお宅に求めるということについては、可能なの

かなというふうにも思っております。 

 惣台委員さんのご質問に的確に答えているかどうか非常に不安でありますが、市としての

基本的な考え方はそういったものでご理解を願いたいと思います。 

委員（惣台己吉君）  これで終わります。 

 

            〈なし〉 

 

委員長（柳井一徳君）  ないようでございますので、森本委員のご提案のとおり、本委員

会でも今後調査をしていく、そして執行部からの回答を求めるということをお願いをしたい

と思います。 

 当委員会に該当する施設の調査、市のほうもよろしくお願いいたします。 

 ないようでございますので、本件については終わります。 

 では、ここで執行部の方にはご退席願いたいと思いますが、何かございましたらお願いい

たします。 

〈副市長あいさつ〉 
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副市長（三宅生一君）  終わりに当たりまして一言お礼を申し上げたいと思います。 

 委員の皆様方には終始熱心にご議論をいただきました。なおかつ、提案させていただいて

おりました議案につきましてはご議決を賜りましたこと、改めまして厚くお礼申し上げたい

と思います。 

 通じていただきましたご意見等につきましては、必ずや市政に反映をしていきたいという

ふうに思っております。 

 この機会に、このところの市の本委員会に関する取り組みを、概要でありますが、ご紹介

をさせていただきますと、病院のほうでありますが、地域医療の中核をなす市民病院におき

ましては、医師が前年の１０名に加え３人確保し１３名という、ある意味このところの状況

からすると充実した医師でやっていっているのかなというふうにも思っております。 

 また、内容としましては救急科を設け、なおかつ昨年１１月からは岡大の寄付講座を開設

し、市民の医療に対する熱い思いに、この満足度が少しでもアップしているんじゃないかな

というふうにも思っております。 

 また、美星診療所におきましては、平成２６年３月に改装といいますか、同じところで新

たに開設したわけでありますが、これにおいても、コアな感覚かもわかりませんが、過疎地

における地域医療の確保に努めてきたかなというふうにも思っています。 

 また、それ以前の予防医療に関しましては、健康医療課で所管しておりますが、本当に市

長がかねがね申し上げております健康寿命日本一を目指していこうという中で、本当にあら

ゆる世代に対する中身を強力に推進していっているというふうにも思っています。最近は、

地域へ積極的に出向いていっておりますことから、元気アップ体操を初め、またおせっかい

保健師さん、或いは健康カフェという形で夜或いは休みを惜しんで職員がそういったところ

へ頑張って行ってくれてるのかなというふうにも思っております。 

 また、皆様方に負担を強いてくるところがありますが、介護保険にしても第７期の計画を

スタートさせたわけでありますが、基金の３億２，０００万円を可能な限り取り崩して、月

額の５，４００円を５，９００円ということで、非常に皆さんのご負担を少しでも抑制した

いということで、部長以下、本当に頭をひねってやってきています。今後とも、こういった

皆様方の負担を何とか和らげようという気持ち、そういったものに応えてやっていきたいな

というふうにも思っております。 

 また、福祉では高齢者あるいは生活扶助あるいは障害者福祉について各部門で力を注いで

いっているわけですが、福祉基金の３億９，０００万円現在ありますが、メニューも非常に

充実させ、他団体に何も引けをとらない、非常に充実したメニューでもって事業展開をさせ

ていただいているというふうにも思っております。 

 とりわけ障害者の福祉については、過日、皆様方に手話言語条例をご議決いただいたとこ
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ろでありますし、障害者のＡ型の解散といったことがありましたが、そういった事業所を含

めた力を注いでいきたい、市の何かできる役務をそういった事業所にできるだけ提供してい

きたいといった、そういった取り組みを、直ちにこれを実行しているというところもありま

す。 

 また、子育て支援につきましては、公立３園、私立７園ということで、次代を担う子供た

ちの保育に頑張っているところでありますが、また待機児童ゼロを、当たり前のようではあ

りますが、これをずっと続けていっているということでありますし、また特に本年度からは

指導保育士を採用しております。保育の量的なものについては待機児童ゼロを達成しており

ますが、個々の質の向上というものにも主眼を置いて今後ともやっていきたいというふうに

も思っております。 

 また、この季節も含めてですが、危機管理においては総合防災訓練を過日やってみました

が、地域においてのこういった防災・減災の取り組み、或いは訓練にも市として力強くサポ

ートをしていきたいというふうにも思っております。 

 また、協働のまちづくりを市長が就任以来やってきたわけですが、当初、協働のまちづく

り市民推進室でスタートし、現在、協働推進課ということでやっておりますが、パートナー

シップ、市の職員各地区２人を配置し、まちづくり協議会を作ってもらい、そして今まちづ

くり協議会が立てる計画でもって一つひとつの地域の特性を生かした、そういった取り組み

が花を咲かせてきているのかなというふうにも思っております。市民との協働のこのスキー

ムが１つずつできているかなというふうにも思っております。 

 また、市民の多くの方が来られる市民課の窓口においてはワンストップサービスを実現

し、なおかつ心温まる対応をできているというふうにも思っております。私だけかもわかり

ませんが、市民の方から井原の市役所の市民課或いは、ここに税務課もありますが、非常に

寄り添って考えてくれるというふうに、そういった評価もいただいているというふうにも思

っております。 

 また、生活環境における取り組みは、非常にナーバスなところがあります。一般廃棄物の

焼却場或いは埋立処分場について地域の方々に深いご理解をいただきながら、私たちの普段

の市民生活が清潔で環境が保たれているんだろうというふうにも思っておりますし、今後と

もこれを力強く推進していきたいというふうに思っています。 

 いずれにいたしましても、本委員会の、職員含めまして精一杯市民のためにやっていきた

い、職員一丸となって取り組んでいきたいというふうにも思っております。 

 長くなりましたが、井原市のこういった取り組みを皆様方にもひとつご理解を願い、なお

かつ現状に満足することなく精進し、市民のためにやっていきたいというふうに思っていま

す。 
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 本日は、皆様方にいろいろな貴重なご意見をいただき、なおかつ井原市のこの取り組みの

一端を紹介させていただきました。本日はどうもありがとうございました。 

委員長（柳井一徳君）  執行部の皆さんには大変ご苦労さまでした。 

 

〈政策提言について〉 

 

委員長（柳井一徳君）  政策提言についてを議題といたします。 

 赤ちゃんの駅事業の政策提言についての今後の流れについてご報告いたします。 

 ６月２５日の本会議において委員長報告を行います。その後、同日１３時より市長室にお

いて議長から市長に政策提言の提出を行います。 

 提出につきましては、議長と委員長で対応したいと思っております。 

 なお、提出後、政策提言書をホームページに掲載することにいたします。 

 この件につきまして、委員の皆さんから何かございますか。 

 

            〈なし〉 

 

委員長（柳井一徳君）  ないようでございますので、以上で政策提言については終わりま

す。 

  

〈行政視察について〉 

 

〈行政視察先について協議〉 

 

委員長（柳井一徳君）  では、閉会に当たり、議長、何かございましたら、お願いいたし

ます。 

 

〈議長あいさつ〉 

 

委員長（柳井一徳君）  以上で市民福祉委員会を閉会いたします。ご苦労さまでした。 


